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　起業家志望者の育成や起業家コミュニティの形成を
目的とした東京大学のスタートアップ支援機関である
FoundX にて、インキュベーション施設の運営や初期資
金調達支援をしている。また、現役生にはアントレプレ
ナーシップ教育を提供し、卒業生や研究者にはスタート
アップのサポートをしている。私は気候変動にも興味が
あり、Climate Tech の分野でも活動している。
　FoundX は、主に大学の知識を生かした “ディープテッ
クスタートアップ” を中心にサポートしている。ディー
プテックスタートアップとは、高度な研究開発が必要な
技術を持ちながら、急成長を目指すスタートアップのこ
とだ。最新の技術を使っているだけではディープテック
スタートアップとは限らない。私たちとしては次の産業
を作っていく観点を大切にしており、わずか 3 〜 5 年で
500 億円以上の資金を調達し、新しい産業を築くような
企業をイメージしている。これは、全体の 1% 程度とご
くわずかなものだ。
　現在、ディープテックスタートアップの課題は 6 つほ
どある。まず、起業家の不足が挙げられる。資金調達者
の数が減少し、アイデアの量も減少傾向にある。次に研
究者の不足だ。東大でも研究室在籍の人数はごくわずか
で、研究室の血筋が途絶えてしまうという課題も懸念す
る。3 つ目として、投資会社が創業者に不利な契約を持
ち掛けることにより社会実装に至らないケースだ。さ
らに、中長期で取り組む課題として、ディープテック
は BtoB が主流であるため、セールス・サポート体制構
築などビジネスサイドも育てていくことも重要だ。5 つ
目として、技術と事業が密接に関わるため、初期段階に
営業をしていくなかで、顧客の課題を解決するために、　

シーズ技術を捨てざるをえないことも多々あることだ。
最後に、ディープテックスタートアップの資金調達や上
場が難しいという構造的な課題もある。
　これらの課題に対処するためにいくつかの取り組みを
している。まず、研究者向けに助成金の獲得、企業向け
には助成金の使途報告、その後の資金調達まで支援をし
ている。次に、細かくフェーズを分けて調査を重ねピッ
チして検証するという “ディープテック起業ゼミ” の実
施、さらには、社会実装のためのルールメイキングにも
取り組んでおり、そのための大学の人材育成と政策提案
の機能を大切にしている。
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